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第二次坂井市総合計画 後期基本計画 

１．諮問および答申 
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２．策定体制 

２-１．策定体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２-２．総合計画審議会委員名簿 

（敬称略、五十音順） 

 所属 職名 氏名 備考 

１ さかい男女共同参画ネットワーク 会長 赤土 美代子  

２ 坂井市消費者団体連絡協議会 理事 五十嵐 美千代  

３ 坂井市ＰＴＡ連合会 顧問 一瀬 京子  

４ 福井県立大学 教授 桑原 美香 会長 

５ 福井県農業協同組合 理事 小寺 洋一  

６ 坂井市赤十字奉仕団 委員長 定池 りゆ子  

７ 福井労働局三国公共職業安定所 所長 佐藤 大介  

８ 坂井市民生児童委員協議会連合会 会長 清水 秀治  

９ 坂井市社会福祉協議会 会長 関 輝勝  

10 福井大学 准教授 田中 志敬  

11 一般社団法人ＤＭＯさかい観光局 代表理事 刀根 亨  

12 坂井市自治会連合会 会長 中垣内 正治  

13 テクノポート福井企業協議会 副会長 畑 正博  

14 坂井市商工会 会長 半澤 政丈  

15 坂井市シニアクラブ連合会 副会長 廣井 冨美子  

 

  

坂井市 

総合計画 

審議会 

坂井市長 坂井市議会 

庁内体制 

幹事会 

事務局 

所管課 

市民満足度調査 

市民ワークショップ

（幸福実感『まち未

来トーーーク』） 

諮問 議決 

指示 計画案作成 

答申 議案提出 
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３．策定経過 

年度 月日 経過 摘要 

令和

6 

年度 

3月 6日 

～ 

3月 26日 

市民満足度調査 

坂井市在住の 18 歳以上の市民

5,000人を無作為抽出にて実施、

回答率 28.42％ 

6月 11日 
第 1回第二次坂井市総合計画後期 

基本計画策定幹事会 

策定体制、スケジュールの検討、 

人口ビジョン、市民満足度調査

結果の説明 

6月 14日 第 1回坂井市総合計画審議会 

委嘱、趣旨説明、諮問 

策定体制、スケジュール、人口

ビジョン、市民満足度調査結果

の説明 

9月 12日 
第 2回第二次坂井市総合計画後期 

基本計画策定幹事会 

前期基本計画の振り返り、後期

基本計画素案の検討 

9月 20日 第 2回坂井市総合計画審議会 
前期基本計画の振り返り、後期

基本計画素案の審議 

10月 7日 議会（定例協議会） 後期基本計画素案の提示、説明 

10月 24日 
第 3回第二次坂井市総合計画後期 

基本計画策定幹事会 
後期基本計画原案の検討 

11月 1日 第 3回坂井市総合計画審議会 後期基本計画原案の審議 

12月 17日 
第 4回第二次坂井市総合計画後期 

基本計画策定幹事会 
後期基本計画最終案の検討 

12月 20日 議会（全員協議会） 
後期基本計画最終案の提示、説

明 

12月 25日 第 4回坂井市総合計画審議会 
後期基本計画最終案、答申文案

の審議 

令和

7 

年度 

1月 17日 

～ 

1月 31日 

パブリックコメントの実施 意見 1件 

2月 17日 
第二次坂井市総合計画後期基本計画

（案）答申 
 

3月 21日 議会議決  
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４．市民ワークショップ「幸福実感 まち未来トーク」の詳細 

 

１．実施日・実施場所について 

開催日 コミュニティセンター 参加者数(人) 

6月 7日(金) 高椋東部コミュニティセンター 34 

7月 13日(土) のうねの郷コミュニティセンター 30 

7月 20日(土) 鳴鹿コミュニティセンター 29 

8月 9日(金) 竹田コミュニティセンター 24 

8月 10日(土) 東十郷コミュニティセンター 22 

8月 17日(土) 磯部コミュニティセンター 27 

8月 18日(日) 兵庫コミュニティセンター 22 

8月 21日(水) 江留上コミュニティセンター 29 

8月 23日(金) 浜四郷コミュニティセンター 39 

8月 24日(土) 三国木部コミュニティセンター 18 

9月 7日(土) 春江中コミュニティセンター 13 

9月 28日(土) 新保コミュニティセンター 27 

12月 1日(日) 城のまちコミュニティセンター 49 

12月 7日(土) 高椋コミュニティセンター 23 

12月 14日（土） 大石コミュニティセンター 20 

1月 20日（月） 坂井木部コミュニティセンター 44 

 

  

写真 ワークショップの様子 
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２．ワークショップの詳細 

 

（１） グループワーク１ 「地域の中で感じるポジティブな感情」について 

 

■実施方法 

 1グループ 5～6名に分かれ、グループ内で自らの地域の中で感じる「ポジティブな

感情（＝強み）」と「ネガティブな感情（＝弱み）」について、ワークシートを活用し

話し合う。 

 

■目的 

 参加者が自分の地域の強みと弱みを、その場面と感情を想起することで地域イメー

ジを可視化しグループ内で共有する。 

 

■ワークシート 
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（２） グループワーク２ 「５年後・10年後の地域を考える」について 

 

■実施方法 

 グループワーク 1 で出てきた地域の強み弱みについて、市民満足度調査結果と課題

解決型地域づくりのための坂井市独自のウェルビーイング８指標を用いた表を活用

して話し合う。 

 

■目的 

 理想の地域の将来像を実現するためには、地域の強みや弱みをどうしていくかを考

えることで、5年後・10年後の地域と市民自らと地域との関わり方について考える。 

 

■ワークシート 
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（３） ワークショップ意見（一部） 
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３．参加者の意見一覧（一部） 

 意見 

1  この地域にある問題を知れてよかったです。こういう話し合う機会で問題を知ること

ができて、私も問題解決に向けてできることがあれば力になりたいと思いました。地

域の人たちと話し合うことができてよかったです。 

2  開始前に比べて、自分の地区に対する関心が高まった。地区に対する若い人たちのし

っかりとした意見を聞いてうれしかった。 

3  ルールに従うだけでなく、自分の意見を持つのは大事だと感じた。いろんな人（年齢）

の意見を聞くことができた。 

4  皆さんの地域を良くしていきたいという気持ちが意外に強いと感じた。（特に若い人も

地域を愛しているのだと感じた）。今後もさらに若者を取り入れる行事（家族ぐるみの

参加）を考えていければと思う。まだまだ未来は暗くない。明るい未来を想像できた。 

5  開始前はまちづくりに対して全くと言っていいほど無関心だったのが皆さんの意見等

を聞いて自分自身も町づくりに取りくもうと思いました。 

6  始めはなかなかまわりの人と話が出来なかったがなれてくると、世代の違った人でも

楽しく話も出来た。こういった機会が増えることで、仲間が出来て、自分たちの地域

にも愛着がわき、住みやすい地域にしたい気持ちが強くなっていくのではと思った。 

7  少し地域の事業に参加してこれからも頑張っていきたいと思います。このままで十分

に幸せです。 

8  他者の意見を聞くことで、思いの外、多くの方々が地域について興味を持ち、活動し

ているということが分かった。この街に住んでいる人々に少し親近感がわいた。 

9  なかなか幸せを口にして発する事は出来ないけれど、なにげない思い出等で、ああ今

思えば幸せだったなと思う事。幸せはほんとうに童話青い鳥みたいで足元にあるのか

もしれないと思う。 

10  地域での関係やつながりをもっと増やしていきたい。世代間でのつながりをもっと増

して行けるような地域となっていってほしい。 

11  自分の子どもたち世代が大きくなっても住みやすいと思ってもらえるように維持・努

力したいと思った。 

12  市からの問題提起、工夫が必要（観念的である）。 

13  このような会合はとても大事。回を重ねることで参加者も慣れてくるし、よりよい意

見がでてくることと思います。 

14  地域の住民同士のつながりが大事だと感じた。自己中心的な考えではなく困っている

誰かのために自分には何ができるのか、それを実現するためには、市等の大きな組織

によるどういう助けが必要かを改めて考えたいと思った。 

15  若い人や子どもたちがまちについての場に参加したり、イベントに参加したりするこ

とで、大人になった時に、ここに住みたいと思える一歩になるという意見があった。

地域の行事などに参加してもらえるような、参加したいと思えるような地域になると
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 意見 

いいと思った。 

16  若い世代の意見を取り入れていけるようにしたい。こういう場があれば、できるだけ

参加しようかな・・と思った。 

17  近所の方と、もう少し関わりを深めたい（困った時にお互いに助け合える関係性をつ

くれるように）。 

18  若者も参加できる場所や意見を広げていきたい。 

19  自分の子どもにももっと地域のことを考えてもらえる様にしていきたい。 

20  子どもも含めて様々な立場の方々が交流できるような、また、まちづくりについての

考えを交換できるような場の設定のお手伝いができる・・かも？ 

21  ご年配の方から子どもまで、平和・安心できる地域にしていきたい。 

22  地区の問題点について、皆さんが同じような考えを持っていると思ったので、同じ方

向で地区が良くなるような活動をしていけるのではないかと思った。 

23  これからもできればずっと住みつづけたいと思う地域だからこそ、意見を言い合い参

加したいと思っています。 

24  普通に生活していたが改めて考えさせられた時間でした。 

25  やっぱりみなさんと話していると、少しずつなやみがあることが分かりました。なの

で、未来をよくするためにできることなどを考えていきたいです。 

26  地域の幸福度を高めるには、一人ひとりの幸福度を高めることが基本だと気づいた。

他人に対して思いやりを持つこと、そのために自分が幸福であることです。 

27  楽しいこと、わくわくすることがなくても住むためだけの地域であっていいとの意見

があった。本当にそれでいいと思う。 

28  今回のようなトークに参加するメンバーはどうしても同じ人が参加する形になってし

まう。いろんな人に興味を持ってもらい、参加してもらえるよう工夫が必要だと思う。 

29  若い方が少ないので、その方を大切に地域に入れていくことが大切だということ。女

性の活躍を促す場を作る必要があるということ。 

30  自分の個性を発揮できていないという資料を見て、これからは個性を発揮できるよう

なまちにしたいなと思いました。 

31  少しでも地域のことに参加できれば参加していきたい。楽しいこと、幸せなことを増

やしていきたい。 

32  まずは、自分を豊かにしつつも周りの方への声かけや地域の行事に参加すること、人

と人とのつながりを大切にしていくことです。 

33  地域に関わりながら過ごしてゆきたい。ポジティブに考え、地域に愛着を持ちながら

今後を暮らしてゆきたい。 

34  様々な視点があることを知り、行事等に参加するときもそれぞれの視点に立って自分

ならどうするか、どんな貢献ができるか考えたい。 

35  むずかしすぎる。何かを変えていくのにはあまり賛成できない。 
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 意見 

36  人同士のつながりが良さでもあり、負担でもあると感じている人が多いが、負担と思

わずポジティブに考えられるようにするためにどうすれば良いか考えたい。 

37  のびのびと子育てがしたいと人が県外や海外から集まる福祉の充実したまち。安全と

いう認識が高まり住みたい人が増えてほしい。 

38  人口減でマイナス面も表面化すると思うが、プラス面も何か期待できます。 

39  女性の意見、若い方の意見をきいてくれ、地区・各種団体がそれに対し、みんなで考

えてくれるようになってほしい。 

40  あまり変化していないでほしい。交通面などは充実してほしい。 

41  人が減っているので「できること」と「できないこと」がはっきりしてくると思いま

す。 

42  “幸福実感”ということを考えたことがなかったので、考えるキッカケをいただきま

した。 

43  一人ひとり、年代関係なく地域に貢献したい、かかわりあいたいと思うあつい思いが

あるのを実感した。 

44  行政への協力をいただきたい。 

45  普段の交流があるところに未来がひらかれる。 

46  地区ごとに交通安全や防災に気を使っている。 

47  一から自分たちで地域のために考えて作り上げていくことができる、ということがわ

かったから。楽しそうな未来が見えた。 

48  自分だけじゃ気づけなかったことや、初めて分かったことがたくさんあったし、未来

についてもっと向き合っていこうと感じました。 

49  地域の強みや弱みを見直せた。意見の言える場も必要だと気づいた。 

50  地域のためにできることを人任せにするんじゃなくて自分から積極的にするようにし

たい。 

51  これから少子化や高齢化社会という問題を抱えていく上で、地域の未来を考えていく

ということが大切だと感じます。 

52  若い世代の意見を出す場もそうだけど、年を重ねた方が活動できる場もほしいという

意見は納得。その世代にしか出てこない意見ってあるので、今日は参加できてよかっ

た。 

53  女性進出！何か私にできること、機会があったときにはチャレンジしたい！ 

54  今地域で何が求められているか何が必要かを考え、一つずつでも求められているもの

を実現化できるよう努力、協力していきたい。 

55  まちを作ってきた、支えてきた人から若い人への世代交代がうまくいっていない。 

56  通常の生活の中で未来なんて考えることがなかった。 

57  若い世代の方がどのように考えているのか意見が聞けてよかった。自分のことで言う

と、高齢になって車に乗れなくなった時、買い物等で困らないようなまちであって欲
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 意見 

しいです。 

58  若者の意見がなかなか届かないというのを聞いて、はっとさせられた。 

59  子どもがここで将来的に戻って来たいと思える地域にしようと思う。 

60  若い人の発言をまちづくりに取り入れることが重要であると思うのですが、その体制

に持っていくことがとても難しい。 

61  強みは無理に伸ばさなくても良いのではないか、弱者に声かけしハードルを低くする

ことで結果伸びてくるのではないかと思う。 

62  仕事や家庭のことでなかなか忙しく地域づくりにまで手が回らなかったが今回いろん

な世代で話をしてみて、いろんな気づきや楽しさに気づけました。 

63  今日のことでもっと話し合って、未来のことを考えていかないといけないんだなと思

いました。もっと協働して未来につなげて、皆で頑張ろうと思いました。 

64  自分が住んでいる地域に自信と誇りをもって物事に携わっていきたいと思いました。 

65  特になかった。テーマが見えなかった。 

66  地域を良くしようと思っている人がたくさんいるけど、行動に移せないところがある。 

67  楽しく、皆が集える場所を求めているんだなと思いました。三世代、地域のつながり

は強いと思いました。 

68  これからの地区作りがどうなっていくのか関心が湧きました。 

69  地域のつながりの重要性はよくわかったが、実際どう一歩踏み出せばいいのか、その

壁が難しいなと感じました。 

70  多様な意見、考えを共有できて学びがあった。考えているうちに新たな考えも出てき

て楽しかった。 
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５．坂井市総合計画に関連する各種計画 

 

計画 計画期間 
基本計画内で 

掲載のある節 

第 2次坂井市男女共同参画推進計画 令和 3年度～令和 12年度 1-1,1-4,5-4 

坂井市観光ビジョン戦略基本計画 平成 31 年度～令和 7年度 1-4,5-3 

坂井市中期財政計画 令和 7年度～令和 11年度 1-5 

第四次坂井市行政改革大綱 令和 7年度～令和 11年度 1-5 

第四次坂井市行政改革大綱実施計画 令和 7年度～令和 11年度 1-5 

第四次坂井市定員適正化計画 令和 7年度～令和 11年度 1-5 

坂井市ＩＣＴ活用推進計画 令和 7年度～令和 11年度 1-5,6-7 

第 3次坂井市福祉保健総合計画 令和 3年度～令和 8年度 
2-1,2-2,2-4, 

2-5,2-6,2-7 

第 2期坂井市子ども・子育て支援事業計画 令和 5年度～令和 6年度 2-2 

（仮称）坂井市こども計画 令和 7年度～令和 11年度 2-2 

第二次坂井市教育振興基本計画 令和 3年度～令和 12年度 2-2,3-1 

第 3期坂井市国民健康保険データヘルス計

画・第 4期坂井市特定健康診査等実施計画 
令和 6年度～令和 11年度 2-7 

坂井市文化財保存活用地域計画 令和 4年度～令和 13年度 3-3,5-3 

重要文化財（建造物）丸岡城 

天守保存活用計画 
- 3-3,5-3 

坂井市スポーツ推進計画 令和 3年度～令和 12年度 3-4 

坂井市スポーツ施設マネジメント計画 令和 3年度～令和 12年度 3-4 

第二次坂井市環境基本計画 令和 3年度～令和 12年度 4-1 

坂井市脱炭素ロードマップ 令和 6年度～ 4-1 

第二次坂井市一般廃棄物処理基本計画 令和 2年度～令和 11年度 4-2 

坂井市景観計画 - 4-4 

坂井市景観づくり基本計画 - 4-4 

坂井市歴史的風致維持向上計画 令和 6年度～令和 15年度 4-4,5-3 

坂井市森林整備計画 令和 3年度～令和 12年度 5-1 

坂井市中小企業振興計画 平成 27 年度～令和 6年度 5-2 

丸岡城周辺整備基本計画 - 5-3 

東尋坊再整備基本計画 - 5-3 

三国グランドビジョン - 5-3 

坂井市地域公共交通計画 令和 3年度～令和 7年度 5-3,6-6 

坂井市地域防災計画 変更があればその都度見直し 6-1 

坂井市国土強靱化地域計画 令和 3年度～令和 7年度 6-1 



 

122 

 

第二次坂井市総合計画 後期基本計画 

計画 計画期間 
基本計画内で 

掲載のある節 

坂井市国民保護計画 変更があればその都度見直し 6-1 

坂井市災害廃棄物処理計画 令和 6年度～ 6-1 

第 2次坂井市空家等対策計画 令和 6年度～令和 10年度 6-3 

坂井市都市計画マスタープラン ～令和 12年度 6-3 

坂井市住宅マスタープラン 平成 20 年度～平成 29年度 6-3 
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６．第二次坂井市総合計画後期基本計画 用語集 

 

※1 国立社会保障・人口問題

研究所 

厚生労働省に所属する国立の研究機関。人口や世帯の動

向を捉えるとともに、国内外の社会保障政策や制度につ

いて研究を行い、政策形成に資する基礎的な情報提供等

を行う。 

※2 人口置換水準 長期的に人口が安定的に維持される合計特殊出生率の水

準のこと。 

※3 超高齢社会 65歳以上人口の割合が全人口の 21％以上を占めている社

会のこと。 

※4 こどもまんなか社会 全てのこども・若者が、日本国憲法、こども基本法及び

こどもの権利条約の精神にのっとり、生涯にわたる人格

形成の基礎を築き、自立した個人として等しく健やかに

成長することができ、心身の状況、置かれている環境等

にかかわらず、ひとしくその権利の擁護が図られ、身体

的・精神的・社会的に将来にわたって幸せな状態（ウェ

ルビーイング）で生活を送ることができる社会のこと。 

※5 レジリエンス 困難をしなやかに乗り越え回復する力のこと。 

※6 国連気候変動枠組条約

第 21 回締約国会議（Ｃ

ＯＰ 21） 

大気中の温室効果ガスの濃度を安定化させることを究極

の目標とする「国連気候変動枠組条約」に基づき開催さ

れた会議のこと。 

※7 パリ協定 ＣＯＰ21で採択された協定のこと。2020 年以降の温室効

果ガス排出削減の国際的枠組みを定め、地球の平均気温

の上昇を産業革命前と比べて 2℃より十分低く保つとと

もに、1.5℃に抑える努力を追求することを目標としてい

る。 

※8 ＧＸ（グリーン・トラン

スフォーメーション） 

温室効果ガスを発生させる化石燃料から太陽光発電など

のクリーンエネルギー中心へと転換し、経済社会システ

ム全体を変革しようとする取り組みのこと。 

※9 ＩｏＴ Internet of Things の略。「モノのインターネット」と呼

ばれ、自動車、家電、ロボット、施設等のあらゆるモノ

がインターネットにつながり、情報のやり取りをするこ

とで、モノのデータ化やそれに基づく自動化等が進展し、

新たな付加価値を生み出す。 

※10 ＡＩ Artificial Intelligence の略。人工知能のこと。 

※11 ＲＰＡ Robotic Process Automation の略。ロボットによる業務

の自動化のこと。 
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※12 ビッグデータ 人間では全体を把握することが困難な巨大なデータ群の

こと。 

※13 ＤＸ（デジタル・トラン

スフォーメーション） 

デジタル技術の活用を通して生活やビジネスを変革する

こと。 

※14 デジタルデバイド 情報通信技術の恩恵を受けることのできる人とできない

人の間に生まれる経済格差のこと。 

※15 5Ｒ Refuse（断る）、Reduce（減らす）、Reuse（繰り返し使う）、

Repair（修理して使う）、Recycle（資源として再利用す

る）のこと。 

※16 都市機能増進施設 医療施設、福祉施設、商業施設その他の都市の居住者の

共同の福祉や利便性の向上を図るために必要な施設であ

って、都市機能の増進に著しく寄与するもののこと。 
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７．ＳＤＧｓ（17の目標）の視点に基づく第二次坂井市総合計画の施策体系 

 

（１） ＳＤＧsとは 

 ＳＤＧs（Sustainable Development Goals）とは、平成 27年（2015年）9月の国連サミ

ットにおいて、全会一致で採択された 2030 年までの国際目標のことであり、持続可能な世

界を実現するための 17のゴール（目標）と 169のターゲット（より具体的な目標）から構

成され、「誰一人取り残さない（no one will be left behind）」という共通理念を掲げて

います。 

 ＳＤＧs は、発展途上国のみならず、先進国も含めて世界中の国や地域が取り組むべき

目標であり、私たち一人ひとりが達成に向けて主体的にアクションすることが求められて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ＳＤＧs未来都市 

 令和 3 年（2021 年）5 月、福井県は「次世代に選ばれる『しあわせ先進モデルふくい』

の実現」をテーマにした提案が認められ、内閣府の「ＳＧＤs 未来都市」に選定されまし

た。 

「福井の未来を担う次世代の育成」を中心に位置づけ、経済・社会・環境の好循環を生

み出し、持続可能な地域となることを目指しています。 
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1 2 3 4

貧困 食糧
健康
福祉

教育

1 誰もが暮らしやすい共生社会の推進

2 多様な主体と連携した協働のまちづくりの推進

3 国際・都市間交流の推進 ◎

4 関係人口の拡大と住みよさの実感

5 効率的な行財政運営の推進

1 地域福祉の充実 ○ ◎

2 児童福祉の充実 ○ ◎ ○

3 高齢者福祉の充実 ◎

4 障がい者福祉の充実 ◎ ○

5 健康づくりの推進 ○ ◎

6 地域医療体制の充実 ◎

7 社会保障制度の安定的な運営 ◎ ◎

1 学校教育の充実 ◎

2 社会教育・生涯学習の充実 ◎

3 歴史・文化・芸術の伝承と振興 ◎

4 生涯スポーツの振興 ○ ◎

1 自然環境の保全と共生

2 循環型社会の構築

3 生活環境の保全と充実 ○

4 美しい景観資源の活用

1 農林水産業の振興 ◎

2 商工業の振興

3 観光の振興

4 働く環境の充実

1 災害に強いまちづくりの推進

2 安全・安心対策の充実

3 住環境の整備

4 安定した水の供給と良好な水環境の維持

5 暮らしを支える道路網の整備

6 地域公共交通と広域交通ネットワーク拠点の充実

7 情報ネットワーク社会の構築

4
自然と共生できる

まちづくり
【環境】

1
みんなで未来につなぐ

まちづくり
【共生・協働】

5
地域資源を活かし

活力を創造するまちづくり
【産業】

6
安全で快適な暮らしを

支えるまちづくり
【都市基盤】

2
互いに思いやり支え合う

まちづくり
【福祉】

3
学ぶ意欲を支える

まちづくり
【教育】

章 基本構想 基本計画
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5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

ジェンダー
水

衛生
エネルギー

経済
雇用

技術革新 不平等
 持続可能
 な都市

消費 気候 海洋資源 陸上資源 平和と公正 実施手段

◎ ○ ◎ ○

○ ◎

○ ○ ○ ○ ◎

◎ ○

◎ ○

○ ○

○ ○ ◎

○ ○

○ ○

○

○

◎ ○ ○ ◎ ○

○ ○ ◎

○ ◎

◎

◎ ○ ○ ○ ◎

◎ ◎

◎ ○ ○ ○

○ ◎ ○

◎ ◎

◎ ◎

◎

◎ ○

◎

◎

○ ◎



 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二次坂井市総合計画後期基本計画 
輝く未来へ・・・みんなで創る希望のまち 

～子どもたちの夢を育む“ふるさと”を目指して～ 
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■市の鳥 カモメ  ■市の木 サクラ  ■市の花 ユリ 

カモメ科の冬鳥。海や港町をイメ

ージさせる鳥であることから、市

が海に面していることが感じ取れ

ます。晩秋の頃オホーツク海北部

から飛来し、餌を求めて飛び交う

姿は、三国港の冬の風物詩として

親しまれています。 

 バラ科の落葉樹。春を象徴する花

木として、日本人に古くから親し

まれています。「霞ヶ城公園」は『日

本さくら名所 100 選』に指定され

ており、４月には「桜まつり」が

開催され、市民の憩いの場として

賑わっています。 

 ユリ科の多年草。純潔・威厳・無

垢の象徴とされ、清楚で気品ある

花として親しまれています。「ゆり

の里公園」では栽培も行われてお

り、６月になるとユリ科の花が華

麗に咲き誇り、多彩なイベントが

開催されています。 
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